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今日の世界は、技術革新や規制緩和により、ヒト・モノ・カネ・情報が流動的に変化し

ている。このような変化は教育理念にも広がり、宮副（2009）は、教師は教えるという役

割だけでなく、「学習者の自律学習の支援者，学習環境の設計者としての役割」も期待され

てきていることや、学習者においても「自らの学習を管理できる自律的な学習者」となる

ことが求められていると述べている。こうした教育観・学習観の変化により、日本の大学

機関ではグローバル人材の育成を目指し、国際化戦略に基づいた積極的な取り組みが活発

化している。 

稿者が調査を行った首都圏の A 大学では、現在約 700 人の留学生を受け入れ、海外に派

遣する学生数も多いため様々な国際交流の場が提供されている。しかしながら、日本人学

生と留学生が共に受講できる授業は数少なく、交流の場においても学習に発展するケース

はほとんどないようである。約 700 人もの留学生を受け入れているにもかかわらず、日本

人学生との言語交流活動が活発に行われていないのは、大きな問題でもあり、絶好の機会

を使用していないのは残念なことでもある。これまでの実践報告において高い満足度が報

告されている「タンデム学習」を、言語交流活動として援用すれば、異なる言語文化背景

の学生たちが対等に楽しく相互交流できる学習環境が提供できるのではないだろうか。ひ

いては、大学全体がより魅力的な多言語交流に基づく学びの場となる可能性も広がるので

はないだろうか。 

そこで、本研究では、日本語母語話者である日本人学生 3名と英語母語話者である留学

生 3 名を調査対象者とし、タンデム学習における活動実践を行った。タンデム学習とは、

母語や母文化の異なる人同士がペアになり、言語や文化を個別的に学ぶ学習法である。互

いに役割を交替することで可能となる互恵性と、目の前の問題や課題を解決するために自

律的に行動を起こす学習者オートノミーが基盤となっている（脇坂，2013）。研究課題は

1) 参加者は、セッション中にどのようなコミュニケーション・ストラテジー（以下、CS）

を使用して活動に参加したのか、2) タスク（課題）達成を活動の到達目標とすることで、

参加者の学びにどのような効果がもたらされるのか、3) 自由参加によるタンデム学習は参

加者の学びにとってどのような役割を果たしていたのか、の三点である。これらを追究す

ることで、タンデム学習が今後どのような学習者に有効であり、どのようなタスクが効果

的であるのかということが提案できると考えた。 

上記の課題究明のために、＜教室内学習＞＜教室外学習＞＜ストラテジー＞＜タンデム

学習の課題＞の 4つの学術分野を特定し，主要先行文献を概観し、考察を行った。＜教室

内学習＞と＜教室外学習＞を繋いだ試みとして、小島（2008）、三宅（2007）、張（2016）

があげられ、「個別性に富んだ学習」「教師の役割」「学びながら使用できる環境」が重要な

キーワードとなった。＜ストラテジー＞の分野からは、学習ストラテジー（以下、学習 St）

と CS は重要な関係性があることに気づき、着眼点とした。これまでの CS の研究は、話

し手の CS に焦点を当てられてきていたが、本研究では聞き手の CS について、新たに発

見された役割や機能に着目し、分析した。＜タンデム学習の課題＞は、これまでのタンデ

ム学習実践研究から報告されたものを、小林（2016）が四点にまとめており、本研究では

それらの課題を解決するようにデザインした。 

本論文では、研究課題から以下のことが明らかになった。 

1) 参加者は自身の母語が使われるセッションで期待される主導権と隠れた主導権を持つ
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ことが分かった。L2 話者は L1 が使用する以下のような CS を期待してセッションを

行っていた。①話題を振る、②スキャフォールディング、③言語レベルの調節、④待

つ、⑤画像などの視覚的情報、の 5 つの CS を使い、双方向のコミュニケーションを

成立させていた。期待される主導権が L1 によって行使されない場合には、隠れた主導

権として以上の 5つは使われずにセッションが進行されていた。 

2) 活動中に新たな言語知識を増やすだけでなく、L2 使用者としてタスクを通した社会参

加を行っていたことが分かった。 

3) タンデム学習では、開始前の能力に加えて得意分野や苦手分野、伸ばしたい分野を聞

くことで、参加後の内省にも役立つことが分かった。 

今後の課題は、教室内学習との連携を行う上で、タンデム学習はどのようなデザインを

していく必要があるのか、また参加者に CS をどのように認識してもらうのかを解明する

ことである。 
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